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産婦人科領域感染症におけるS-1108の 臨床 的検討

蛯原照男 ・岩田嘉行 ・林 茂

川崎市立川崎病院産婦人科 *

新 しく開発 され たエ ス テル型経 ロ セ フェム系抗 生物 質S-1108に ついて産 婦 人科領 域感 染症

に対 して臨 床的検 討 を行 った。子 宮溜膿 腫1例,卵 管炎5例,バ ル トリン腺 炎1例,バ ル トリ

ン腺 膿瘍1例 の計8例 に本剤 を1回75～150mg,7日 間投 薬 し,効 果 判定 可能例 で は有効6

例,無 効1例 で あ った。副作 用 は,8例 中1例 に頭痛 が 出現 した。臨床 検査値 異常 は1例 も認

め られなか った。
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S-1108は 塩 野義 製薬(株)研究所 で合 成 ス ク リーニ

ングされた新 しいエス テル型経 ロ セ ブよム系抗生 剤で

あり,本 剤その ものに は抗 菌活 性を 有 しないが,抗 菌

活性を有す るS-1006の4位 の カル ボキ シル 基 に ビバ

ロイルオキ シメチ ル基を エ ステル結合 させ る ことによ

り,消 化管吸収性 を高あ たプ ロ ドラ ックで あ る。 本剤

は内服後腸 管か ら吸 収 され,腸 管壁 のエ ステ ラーゼに

よりエステル結合が 速やか に加 水分解 され,抗 菌活 性

体であるS-1006と して血 中 ・組織 内 に分 布す る。 こ

れまで の基礎 的 検 討 で は,S-1006は 殺 菌 的 に 作 用

し,抗 菌スペ ク トルは グラム陽性 ・陰性 菌 に幅 広 く優

れた抗菌力を有 して お り, β-lactamaseに 対 して安

定であり,各 種 毒性 試験,薬 理試 験 の成 績 にお いて,

安全性が確認 されて いる1)。

このような基礎 的評価 をふ まえて,産 婦 人科領 域 の

各種感染症に おい て本剤 の 臨床的 検討 を 行 ったの で,

その成績を報告す る。

対象患者 は平成2年7月 か ら平成3年3月 まで の間

に,当 科産婦人科 に通院 又 は新 入院 し,本 治 験の 内容

を説明 し,文 書 に て同 意 を得 た患 者 で年 齢 は16～53

歳平均34歳 の8例 であ った。

感染症の内訳 は子 宮溜膿 腫1例,卵 管炎5例,バ ル

トリン腺炎1例,バ ル トリ ン腺 膿瘍1例 の計8例 で

あった。投与方 法 は1回75mg1例, 100mg1例,

150mg6例 で1日3回 毎 食 後経 口投 与 した。 投与 日

数は原則 と して7日 間投与 と した。

効果判定 は,臨 床 的 に は発熱,圧 痛,発 赤,腫 脹,

膿汁な どの 自他覚 症 状 の 経 過,お よ びWBC,CRP

などの検査所見 の経過 を総 合 して,著 効,有 効,や や

有効および無効 の4段 階 に判定 し,細 菌学的 に は菌の

消 長 によ り消 失,減 少,菌 交 代お よび不 変の4段 階で

判 定 した。 なお,本 剤 に よる副作 用 と してア レルギ ー

症状,消 化器症 状,中 枢神経症 状等 の出現 が ないか詳

細 に観 察 した。 また,本 剤投 与 前後 に 血液,肝 機能,

腎機 能等 の臨床検 査 を施 行 して,臨 床 検査 値異常 の出

現 の有無 を確認 した。

症 例 の一 覧 表 をTable1に 示 した。 症 例 1は,急

激 な下 腹部 痛の ため,急 遽入院 した子 宮溜膿 腫の 症例

で,入 院翌 日か ら本 剤 を投 与 した。 膿 汁 よ りE8che-

richiacoliが 検 出 され,投 与 終 了 日 に は除 菌 され,

細菌学 的 には消失 であ った。臨床 的 には膿汁 が投与1

日後 よ り減少 し,6日 後 に は消 失 した。下 腹部 痛 は,

2日 後 よ り軽 減 し,5日 後 に は消 失 した。圧 痛 は,3

日後 よ り軽 減 し6日 後 に 消失 した。WBC,CRPは

投 与 前15300,6.67で あ ったが,3日 後6000,0,33

と著 しく改善 したが,投 与3日 後 の症状 の改 善程度 に

よ り,有 効 と判 定 した。症例2の 卵 管炎 の症 例 は頸 管

分泌 物か ら菌 は検 出 されず,細 菌学 的 に は不 明で,臨

床的 に は投 与3日 後 の判定で は 自他覚症 状が 初診 日と

変 わ らず,以 後 来院 しなか った ため.無 効 と した。 症

例3の 卵 管炎の症 例 は菌の検 査 は出来 なか ったが,臨

床的 に は下腹部痛 が特 に改善 し,有 効 と した。症例4

の卵 管炎 の症例 は頸管 分泌物 よ り菌が検 出 されず,細

菌学 的 には不明,臨 床 的 には 自他 覚所 見が改 善 され 有

効で あ った。症例5は,右 付 属器 附近 に激 しい圧痛 を

訴 え,救 急 外来 に受 診 した16歳 の卵 管 炎 の症例 で 菌

の検 査 は出来 なか った。臨床 的 には癒痛 が著 明に改 善

してお り,著 効 を認 めたが,3日 目よ り鎮痛 剤を併 用

したた め,1段 階評価 を下 げて有 効 と した。症 例6も

卵 管炎の 症例 で頸管 分泌物 よ り菌 検出 されず,臨 床 的
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Table 1. Clinical results of treatment with S-1108

N.T. : not tested

には有効 で あ った。症 例7は,バ ル トリン腺 炎の症例

で膿汁 がな く,菌 の検 査 は出来 なか ったが,臨 床的 に

は腫脹 ・疹痛 が改善 し,有 効で あ った。症 例8は,バ

ル トリン腺膿瘍 の症例 で膿 か ら菌培 養 して も起 炎菌が

検 出 されず,臨 床的 には投与1日 後 に頭痛 の ため患者

が 服薬せ ず,判 定不能 と した。臨床 効果 が判定 可能で

あ った7症 例 の うち,有 効症 例 は子 宮溜膿 腫1例,卵

管 炎4例,バ ル トリン腺炎1例 の計6例 で,卵 管 炎の

1例 の み無効 であ った。な お,起 炎菌を 同定 しえた の

は1例 の みで,検 出 され たE.coliは 消 失 した。 副作

用 は,症 例8で 投与1日 後 に頭痛 が出現 したが,中 止

によ り直 ちに 改善 した。

新 しいエ ステ ル型経 口抗 生物 質のS-1108を 子宮 溜

膿腫1例,卵 管 炎5例,バ ル トリン腺炎1例,バ ル ト

リン腺膿瘍1例 の計8例 の産婦 人科領域 感染症に投与

し,効 果 判定が 可能で あ った7例 で の有効例 は6例 で

あ った。 この成績 は本 剤が経 口剤で あるため,中 等症

以 下の症例 で あ った事 を考 えて も,満 足 すべ き成績で

あ り,副 作用 も1例 に軽度 の一 過性頭痛 があ ったのみ

で,臨 床 検査値異 常 は1例 も認 め られ なか った。

以上 よ り,S-1108は 産 婦人 科領 域感 染症 において

有 用 と思 われ るが,今 後 さ らに症例 をつみ重 ねて検討

す べ きと考 え る。
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Clinical studies of S-1108 in the field of obstetrics and gynecology

Teruo Ebihara, Yoshivuki Iwata and Shigeru Hayashi
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We performed clinical studies on S-1108, a new oral cephem antibiotic, in the field of

obstetrics and gynecology, and obtained the following results.

S-1108 was given to 1 patient with endometritis, 5 with salpingitis, 1 with Bartholin's

infection and 1 with Bartholin's abscess.

The clinical response was rated "good" in 6 patients, "poor" in 1 and "unevaluable"

in 1.

Headache occured as a side effect in one patient, but no abnormal laboratory findings

were observed.


